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は見られないが、ダニエル書 12 :2 -3 に萌芽が見られ、BCE 2 世紀にヘブライ語旧約聖書から
訳されたギリシア語 70 人訳聖書（LXX）には、原文のヘブライ語聖書の意味に変更が加えら






























































































































一方、ユダヤ教では人間の罪は神への負債と考えられていたので（cf. マタイ 6:12 の主の祈り）14、
神殿祭儀においては、罪の赦しを得るために神に捧げられる奉献も lu,tron と言われた 15。リ
ディアで CE143 にアルテミドロスという男が神々に捧げた石碑や、アレキサンダーという男






（12 :30）と、申命記 6:5 を引いて勧めた「魂」と同じ語である。申命記では「魂を尽くして」
とは、命をかけて、という意味であるというのがユダヤ教の理解であるので 17、ここでの身代
金 lu,tron として yuch, を捧げるとのことが、身代金として命を犠牲にするとの意味になるの
である。
罪の贖いのための身代金、という解釈は、マルコではイザヤ書と結び付けられることによ

















（15 :14）、鞭打たれ（15 :15）、人々から唾を吐きかけられ（15 :19）、二人の強盗と一緒に十字
架につけられたこと（15 :27）、身分の高い議員が用意した墓に葬られたこと（15 :43 -46）は、






























できない」は、LXX イザヤ書 53 章の 12 節が、ヘブライ語聖書の当該個所にある「戦利品と
しておびただしい人を受ける」のかわりに「強い人 tw/n ivscurw/n の戦利品を分ける」となっ
ている表現を思わせる。イザヤ書の LXX 53 :12 は、後半もヘブライ語聖書に変更を加えてあ
り、「彼は彼の命を投げ出した」Avêp.n: ‘tw<M'’l; hr'Û[/h, を「彼の命は死に渡された」paredo,qh 
eivj qa,naton h` yuch. auvtou/ としている。この「渡された paredo,qh」はいわゆる「神的受
動態」と言われる用語法で、神の行為を表していると考えられる。つまり、僕を死に渡すの
は神なのである。ベルゼブル論争においては、この一節は唐突で文脈に無理やり押し込んだ


































































































































































































































彼自身の選択と（7:14, 22 ; 8 : 15, 19, 32 ; 9 : 7, 35 ; 13 : 15）神の意思（4:21 ; 7 : 3 ; 9 : 12 ; 10 : 1, 20 ; 











の、イスカリオテのユダ ou,daj VIskariw.q o` ei-j tw/n dw,deka は、イエスを引き渡そうとし
て、祭司長たちのところへ出かけて行った」（14:10）と、マルコはユダが「12 人の一人」であ




















































（1:14, 6 : 17 -29）、イエスも説教し（1:14 -15）、引き渡される（9:31, 10 : 33,14 -15）。そして、
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が、受難者としての存在に
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